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１い つ まで も快 調 ｔ：ｔｓ乗 町い た だ （ため の連

続高速耐久性テス ト２す”ｎやずい路面での

安 全 を確 保 す るス キ ’ｖ トテ ス トヨ見 え やす さ

のための視界の分析 ４瘡れない運転席づくり

の噴討５Ｅ風速２０メートルを出せる横瓜送風

装置とその実験凪景丁公害対策のために排気

ガスをこまか（分析 ほ静かな車のために築審

室 に よ る雑 音 分 析 ９レ ー ダー セ ンサ ー と コン

ピュータ告用いたエァバッグシステムの実験
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’叫新披術のため硯レーザー光線研究ｉ，。ｉａ万一

のとさのための実験．、高速度ＮｒｅＬｔｉフィルム

を特殊な装置で二まか く分斬旬車全体の寸庄

を一度に高速度に潤定⑰効卒よい燃焼のため

の新 しい方 法 の 研 究 １５、自動 車 用 ガ ス ター ビ ン

の研 究 開 発 ｌｆｉステ ア Ｕング 、 足 まわ ηな どσ）

改 良 の た めの 実 験 ・予寒 濡 地 で も需 に安 定 Ｌた

作動をさせるための低屋実験１庫電気火花を尭

生させ、エンジン内の空気流を珂宝
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車が便利なことは、すでにご存知

のことで しょう。 ところが、使用

法や管理 の仕方 が悪 いために、車

のマ イナ ス面 が強調 され て しまっ

て い るよ うです。

そこで トヨタは考え ました。 より

安全な車を、より公害のない車を

より快適 な車 を…つ くろうではな

い か… と。

トヨタは、いろいろと実験 してみ

ています。 あなたがご覧になった

ら、無駄だ… と思われ るところま

でや ってい ます。

安全には３つの対策が考 られます

安全 といえぱ、す ぐ事故 を思 いう

かべ られ るでしょうが、安全対策

には、事故 を起 こさないための も

の、事故の ときの もの、事故のあ

との ものが考 えられ ます。

ア メ１）カの 自動 車 メーカーは、ほ

とんどが薯故のときと、事故のあ

との対策に中心 をおいていますｃ

しか し、 トヨタは笋故 を起 こさな

いことが最良の安 全対策だと考 え

てい ます． ですか ら、 まず乗 りや

すい、疲れないことを車の設計の

中心においているのです。

もちろん、万一一のときの対策に も

きび しくとり組 んでいます。 その

ひとつの成果として、トラブル発

生 寸前に、 レーダーセンサー と］

ンピュー タによ り障害物 を検知 し

乗っている人を保謹するトヨタ独

自のエアパ ッグシステムの実験 に

成功 してい ます。


